
令和７年度「緑の募金運動」実施方針 

 

「緑の募金運動」は、戦後間もない昭和２５年に荒廃した国土に緑を蘇らせようという

思いにより「緑の羽根募金運動」として開始され、今年で７５年が経過し、この間、森林

やみどり環境の整備が進められてきました。 

近年は、森林整備や緑化推進が、地球温暖化に端を発した「SDGｓ」や「ゼロカーボン

北海道」の実現に大きく貢献することがクローズアップされています。 

このような中で、「緑の募金運動」をより一層進展させるため、「いつでも、どこでも、

だれでも」募金に参加できる体制の構築を図るとともに、募金事業の実施にあたっては、

市町村緑化推進委員会等による身近な緑化事業を促進し、公募事業による森林ボランティ

ア活動の拡大や木育をはじめとした森林環境教育の推進などに取り組んでまいります。 

記 

１ 募金活動の展開 

令和７年度の北海道における「緑の募金運動」を、次のとおり展開する。 

(1) 募金目標額：４０，０００千円 

(2) 募金運動期間：通年で実施 

集中的に「緑の募金」を呼びかける期間 

・春期募金    ４月１５日(火)～ ５月３１日(土) 

・北海道緑化募金 ６月 １日(日)～ ６月３０日(月) 

・秋期募金    ９月 １日(月)～１０月３１日(金) 
※１ 「北海道緑化募金」は、北海道が独自に設定するもの 

※２ 市町村緑化推進委員会等は、上記の期間を中心に、地域の実情に応じて募金活動を実施 

(3) 街頭募金集中期間  

・４月２６日(土)～５月３１日(土) 

※ 森と緑の会では、上記期間で札幌市中心部において街頭募金活動を実施予定  

(4) 緑化活動啓発標語 

「聞かせたい 木々ゆれる音 未来でも」 

※ 令和６年度緑化活動啓発作品コンクール 苫小牧市立ウトナイ小６年 柴田夏帆さんの作品 

 

＜参考：全国一律で進められる取組＞ 

(1) 募金運動期間（平成７年６月１日付け農林水産省告示第７３４号） 

・春期募金    １月１５日(月)～ ５月３１日(金) 
・秋期募金    ９月 １日(日)～１０月３１日(木) 

(2) 一斉強調期間（「緑の羽根」着用推進期間） 

  「みどりの月間」 ４月１５日(月)～ ５月１４日(火) 

(3) 統一スローガン 

「緑の募金で進めようＳＤＧｓ」 

 



 

２ 募金運動の目標 

「いつでも、どこでも、だれでも」参加できる体制を構築するため、募金活動に取り

組む団体等の数の増加を図る。 

令和６年度：３８９団体 → 令和７年度：４２０団体（１割程度の増加を目指す） 
※R６活動団体数：市町村 151、協力団体 12、募金協力者226 

 

３ 募金活動の重点方策 

令和７年度は、次の事項を重点方策として取組を行う。 

(1) 普及・啓発活動 

「緑の募金」が地域の緑づくり、人づくりにどのように活用されているかなどの活

用情報の提供や、森林や緑づくりの大切さを考えていただけるよう、広く道民に効果
的に普及・啓発を行う。 

① ホームページやＳＮＳでの情報発信 

「緑の募金」使途状況や活動状況、寄附者の紹介などをＨＰやＳＮＳで発信 

② 緑化活動啓発作品コンクールの実施 

小・中・高校の児童・生徒が、作品の制作過程で森林や森づくりの大切さを学ぶとともに、優
秀作品の活用による普及・啓発資材の作成 

③ 広報誌「みどりのGift」、ポスター・チラシ・カレンダーなどの製作・配布 

コンクール入賞作品を用いて広報誌等を製作し、広く道民に配布し普及・啓発 

④ 市町村広報誌による募金活動情報の周知 

「緑の募金」期間や取組状況等の情報を提供し、地域住民への周知を依頼 

⑤ 新聞、地域コミュニティ誌などの活用による情報発信 

様々な活動の情報などを積極的に提供し、報道を働きかけ 
 

(2) 募金活動 

これまで取り組んでいる街頭募金や職場募金を進めるとともに、「ＳＤＧｓ」や「ゼ
ロカーボン北海道」への貢献を切り口に、様々な場所や方法で「緑の募金」に参加で

きるよう、多様な活動に取り組む。 

① 様々な場所への募金箱等の設置や「花の種付しおり」の活用など多様な募金方法

の推進 

道の駅、各種店舗、公共施設等への募金箱の設置を要請するほか、自販機募金や古本募金、お
宝募金、ポイント募金、キャッシュレスに対応すべく導入した J-coinPay「ぽちっと募金」・

SoftBank「つながる募金」の普及を推進するとともに、新たに製作した「花の種付しおり」を有
効に活用して募金活動を推進 

② 企業・団体への募金協力依頼など募金運動拡充の取り組み 

環境貢献意識の高い企業・団体に対し、ＳＤＧｓ達成への貢献など企業のＣＳＲ活動による募

金への参加呼びかけや、協定を締結した企業・団体とのさらなる連携・協力を推進 

＜協定を締結している企業・団体＞ 

・生活協同組合コープさっぽろ ・（公社）北海道観光機構 ・（公財）オイスカ北海道支部 
・（株）レバンガ北海道     ・北海道信用保証協会   ・（株）ＨＡＲＰ 

 
 



 

③ 家庭募金、職場募金の推進 

家庭募金に取り組んでいない市町村などへの働きかけや官公庁・企業などへの職場募金の依頼

を実施 

④ 「北海道植樹の日・育樹の日」や「道民ひとり１本植樹・育樹運動」と連携した 

重点的な取組 
植樹の日（５月第２土曜）・育樹の日（１０月第３土曜）に実施される行事や「道民ひとり一

本植樹・育樹運動」と連携し、重点的な募金活動を実施 

⑤ 募金協力者の顕彰 

「緑の募金」への協力者（個人、団体）に対する顕彰の実施 

 

４ 効果的な募金事業の実施 

募金事業の実施にあたっては、「緑と水の森林ファンド都道府県事業」などと一体的に、

地域における森林ボランティア活動の拡大及び活動内容の多様化に資する観点から、先
駆性、モデル性のあるものを優先するなど寄附金の効率的な活用に努める。 

① 公募事業 

「緑と水の森林ファンド都道府県事業」などと一体的に公募する助成事業の実施にあたっては、

森林の整備や身近な緑化の推進、緑の少年団の育成など、重点課題に基づき、先駆性・モデル性
のある事業を優先的に実施 

② 市町村等緑化事業 

市町村等緑化事業の実施にあたっては、地域における植樹行事のほか、町内会等が行う公共花

壇などへの花苗の植栽など身近な緑化活動への支援を積極的に行うよう依頼 

③ ほっかいどうお魚殖やす森林づくり事業（使途限定募金） 

ほっかいどうお魚殖やす森林づくり事業への使途限定募金を活用し、北海道漁業協同組合連合
会が主体となって実施する「お魚殖やす植樹運動」を積極的に支援 


